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導入部分（アドリブ）
彫刻は単なる「オブジェ」であってはいけません。彫刻家は単に建造物を装飾するだけの者ではなく、

建築家の真摯なコラボレーターであるのです。／イサム・ノグチっと有名なイサムノグチ氏は言っています。
私は５０年弱、彫刻を創り続けてきました。はじめは木彫、石、ブロンズ、コケそして、木に戻りました。いろんなジャンルの方との共同作業は必然的に経験をしてきましたし、それなくして作品は成り立ちません。フナ釣りに始りフナ釣りに終わるような気持ちで現在、、、がんばっているさ中です、、、

さて私は、、、、、兵庫県姫路にある、、、３万㎡ほどの小さな里山で山全体を作品にするランドアートと言われる彫刻を創っています。制作をはじめて今月で丸４年目（実質２年）になりました。「自然と人間の関係」をテーマに、現在、山全体の8分の一ぐらいの、獣道だった谷間の斜面（1500㎡）２面に、鳥居のような朱色に塗った檜の間伐材と立ち木を組合わせた大型彫刻を創っています。イメージとしては、山の血液みたいだとか、、、林縁の彫刻とか（都内建築家）、、、ミカド（仏女性）だ、、っとか？言われました。、、、、今まで印象に残った二件の来訪者のお話をしますと、、、。
ひとつ目は、、、、
ガールスカウトのサマーキャンプです。市営のキャンプ場が下にありますので、バス一台分の小学生から中学生の女の子が来ました。付き添いの先生からは、「作品には触れないで！」と注意をされていたので「彫刻は触覚芸出ですので、自由に遊んでください。」っと言いますと、途端に子供達は、まるでジャングルジムで遊ぶように10数人ぐらいが同時に登り始めるではありませんか？嬉しかったですね。むしろ、保護者の方がやきもきされていたようでした。普段の生活が如何に制約が多く窮屈で、木と遊ぶ機会が少ないのでしょうね、、、、あとは言うまでもありません。はしゃぎまわっていました。伐採見学やら皮むき体験やら目が輝かして嬉々としていました。
二つ目は
イスラエルから来た美大の学生カップルと、国内の大学生の数人がやってきた時の事です。言葉は不自由でしたが、いきなり、日本人のグループが持参していたエレキギターで音楽を引き始めました。しばらくすると、、なんと踊りながら作品に抱き合うようにパフーマンスをするではありませんか？大学ではパフーマンス専攻だった性もありますが、訥々として「涙がでそうになった」っと、そのときの感動を伝えてくれました。複雑な歴史と砂漠の多い国からみれば、緑に渇望していた事もあるでしょうが、緑に寄り添うような作品の優しさが共感してくれたようでした、、、、、。もともと里山の空間は奥山と村落の中間地帯で険しくない自然にも人間にも優しいところですので、その雰囲気にも感動したのでしょう、、、。
この二件の出来事を考えますと、
直裁的に自然と一体化して溶け合った作品空間に共鳴してくれたのだと思いました。里山も英語表記で通じますし、日本的な自然観も海外へも受け入れられる時代になったように強く感じました。近年は洋風建築が増え和風建築が少なくなるに伴い、伝統の技とか精神を伝える人も少なくなりました。
実は若いころの一時期に飯の種に欄間彫刻をしておりましたが、当時の図柄を眺めながら改めて日本人の自然観を再認識しました。例えば、ポピュラーだった欄間の図柄に「松と迎え鶴」があります。松の根元を縁側に、枝先を室内の奥にして鶴を描かれています。屋外から屋内に自然を欄間に変換されて装飾化して日常の生活空間に取り込んできました。又、床飾りの生け花などは、植物の花材の枝先を縁側に伸び向うように生けます。植物生理の好日性の原理から、光を求めて形を生けるルールがあります。例え、縁側が北側であっても南側と考えます。
かくのごとく、、
日本人の自然観は常に自然と共に生活に取り組んできました。最近は、自然をネーチャーとして対象を切り取って考えるようになりました。合理的に考え生活の利便性も向上し豊かになりましたが、反面、画一化され少し窮屈な社会になりました。私はそんな思いを里山と街中の自宅を通いながら痛感するこの頃です。人間のＤＮＡと同じように、精神のＤＮＡ（宿業）に刷り込まれた日本的な自然観を現代に変換できないものかと、私は「里山のアート化」を通じて、荒廃が続く里山の保全と日本的なランド・アートが生まれ変わる切っ掛けを願っています。
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